
 

 

 

 

令和２年１⽉２５⽇(⼟)、⽇本福祉⼤学東海キャンパスにて、福祉系⼤学経営者協議会 令和元
年度第 1 回総会および設⽴１０周年記念シンポジウムを開催しました。 

 

■令和元年度第１回総会■ 

会員校のうち 19 ⼤学 29 名にご出席いただき、新規加盟校および会員代表者変更のご紹介、令和
元年度各委員会活動経過報告等を⾏いました。 

 
 
 
 
 

 

 

 ■設⽴１０周年記念講演会■ 

福祉系⼤学経営者協議会は、平成２１年６⽉の設⽴から１０年を迎えました。 
これを記念し、総会に続いて記念シンポジウム『福祉系⼤学による防災・災害⽀援活動から福祉

の可能性を探る』開催し、協議会の会員校や⼀般の⽅など約 50 名にご参加いただきました。 
第 1 部では、「災害ソーシャルワークの可能性を考える」と題し、関⻄福祉科学⼤学准教授 家髙

将明⽒による基調講演が⾏われました。続く第 2 部では、「福祉系⼤学による防災・災害⽀援におけ
る実践活動」として、5 ⼤学の取り組みが教員や学⽣より発表されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福祉系⼤学経営者協議会 
令和元年度第 1 回総会・設⽴１０周年記念シンポジウム 開催報告

総会の様⼦

 第１部の基調講演では、これまでの大規模災害の被害状況の説明、報告者の家髙先生の活動報告

から始まり、「ソーシャルワーカーの“声”プロジェクト」の報告、社会福祉士養成課程の新カリキュラムに

おける災害支援に関する説明と問題提起が行われた。その中で、平常時からの支援の在り方が災害時

（有事）の対応にもつながるとの報告があり、平時からフォーマルサービス、インフォーマルサービスを問

わず、「備える」ことの重要性を強調された。2021 年度から開始される社会福祉士養成課程のカリキュラ

ムに災害支援に関する学修内容が盛り込まれたことにも触れ、実質的な教育にしていく必要があるなど

の課題が提起された。 

 続く第２部では、福祉系大学による防災・災害支援における実践活動と題して、５大学（東北

福祉大学、日本社会事業大学、関西福祉科学大学、兵庫大学、熊本学園大学）による実践活動報

告が行われた。 

シンポジウムの様⼦



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■当⽇のプログラム■ 
    

テーマ ／ 『福祉系⼤学による防災・災害⽀援活動から福祉の可能性を探る』 
   

第 1 部︓基調講演 
「災害ソーシャルワークの可能性を考える」 

家髙将明 (関⻄福祉科学⼤学 准教授) 
   

第 2 部︓福祉系⼤学による防災・災害⽀援における実践活動 
◆東北福祉⼤学「まちづくり・地域防災コミュニティ論」の実践活動 

岡正彦 (東北福祉⼤学 教授) 
      ◆⽇本社会事業⼤学「災害ソーシャルワークセンター」の実践活動 

曽根直樹 (⽇本社会事業⼤学専⾨職⼤学院 准教授) 
      ◆関⻄福祉科学⼤学「未来に備える災害⽀援プロジェクト」の実践活動 

⼀村⼩百合 (関⻄福祉科学⼤学 准教授) 
◆兵庫⼤学「被災地⽀援」の実践活動 

⼩倉毅 (兵庫⼤学 准教授) 
◆熊本学園⼤学「熊本地震とチャレンジ託⿇原事業」の実践活動 

⿊⽊邦弘 (熊本学園⼤学 准教授) 
 
 

東北福祉大学からは、「まちづくり・地域防災コミュニティ論」をテーマに、アンケート調査結

果の概要（移動やコミュニケーションにおける課題抽出等）から追加調査の結果（移動やコミュ

ニティの形成変化）に関する報告がなされた。 

日本社会事業大学からは、「災害ソーシャルワークセンター」をテーマに、災害ソーシャルワークセンターの

位置づけと平成 31 年度避難者のための地域コミュニティ整備支援事業に関する報告がなされた。 

関西福祉科学大学からは、「未来に備える災害支援プロジェクト」をテーマに、未来に備える災害支援プロ

ジェクト（みらプロ）の活動であるボランティア活動と避難所運営ゲーム(HUG) 福科大 ver.に関する報告がな

された。 

兵庫大学からは、「被災地支援」をテーマに、これまで行ってきた被災者支援ボランティアに関する報告が

なされた。様々な実践活動を通して、学生に「できること」を考えさせて、「できること」を提供する取り組みがな

されているとのことであった。 

熊本学園大学からは、「熊本地震とチャレンジ託麻原事業」をテーマに、「熊本学園モデル」と呼ばれた取り

組みに関する報告がなされた。同大の理念とも関連する「どなたでもどうぞの原則」「管理はしない、配慮す

る」原則にもあるように、組織に浸透した考えがあることが有事の対応には重要であること等が述べられた。 

 報告の後には質疑応答があり、フロアからは HUG のオリジナルカードの作成方法や継続した運営ができる

ための工夫など、実践的な活動であるからこその苦労や工夫について意見交換が行われた。今回のシンポ

ジウムは、学生も多数登壇しており、教育・研究の立場だけでなく、学生の立場での報告があったことも、「災

害ソーシャルワークの可能性を考える」というテーマに即した充実したシンポジウムとなった。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開会挨拶 
福祉系⼤学経営者協議会会⻑ 
⽇本福祉⼤学理事⻑ 丸⼭悟 ⽒  

基調講演 
関⻄福祉科学⼤学准教授  

家髙将明 ⽒

実践活動報告 
東北福祉⼤学 ・⽇本社会事業⼤学 ・関⻄福祉科学⼤学 ・
兵庫⼤学・熊本学園⼤学

閉会挨拶 
福祉系⼤学経営者協議会理事 
関⻄福祉科学⼤学学園⻑・理事⻑ 江端源治 ⽒


